








目的 

昭和43年PCB汚染カネミ油を摂取して人体に侵人したPCBは今なお,体内に蓄積しており,

その間胎児性油症患者の発生があって次世代に及ばす影響が問題になっている。 

そこで,我々は PCB が母体より胎児に移行する過程を知るため,一般健康産婦の母乳血液,

羊膜,羊水,臍帯血を採取し,PCB 濃度を測定し検討を行った｡ 


